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 JAIF 成果国内広報のために、以下の事業を実施することとする。 
 
(注)JAIF 事業（マルチバーシティ事業及び CIS（Credibility Index for SMEs）
事業）の内容は、ASEAN 各国政府に対する政策提言となっているため、日本国

内の企業等に対して直接に広報することは内容上適さない。 
 
１．日本政府関係機関への広報 
・JAIF 事業に関連する日本政府関係機関（文部科学省、中小企業庁等）に報告

書を送付する。（⇒実施中） 
 
２．大学広報手段を用いた広報 
・大学ホームページの活用、各種メディアへの広報等、大学広報手段を用いて

広報を行う。 
・本広報は、JAIF 事業終了の 1 回限りではなく、定期的に開催するイベント毎

に行うこととし、広報効果の拡大を期する。 
 
①当面の広報内容 
・JAIF 事業終了、成果取りまとめ（2017 年 9 月の内容） 
 
②今後の予定 
・タイ中小企業長官及び中小企業庁幹部に対する成果報告会（2017 年 11 月 27
日（バンコク）実施予定）の内容 
・カンボジア首相府 Son Koun Thor 中小企業担当大臣に対する成果報告会

（2017 年 12 月 12 日（プノンペン）実施予定）の内容 
 
③JAIF 成果広報キャラバン（仮称）の実施（2018 年度：案） 
・世界各国において「閣僚級」に対する JAIF 成果報告会を実施し、その都度結

果を大学の国内広報手段を用いて広報する。 
 
(注)JAIF 事業の内容は発展途上国に対する政策提言であるため、「閣僚級」等政

府のハイレベルに対する説明でなければ効果を持たない。 



 
（参考）JAIF 成果広報キャラバン（仮称）の候補先（閣僚級）の例 
（ASEAN、中国、韓国、インドについては APEN との連携を検討） 
・キルギス共和国 H.E. Rosa Otonbaeva 元大統領／大統領府投資委員会

Talaibek Koichumanov 事務局長（ビシュケク、キルギス） 
・南部アフリカ開発共同体開発銀行協会 Stuart Kufeni 総裁（ハボロネ、ボツ

ワナ） 
・南部アフリカ開発銀行 Patrick Dlamini 総裁（ヨハネスブルク、南アフリカ） 


